
平成３０年度 第２回地方独立行政法人徳島県鳴門病院評価委員会

会 議 次 第

日時：平成３０年８月２７日(月)

午後７時３０分から

場所：徳島グランヴィリオホテル

２階 蓬莱

１．開会

２．徳島県保健福祉部部長 あいさつ

３．議題

平成２９年度の業務の実績に関する評価結果(案)について

４．質疑応答

５．閉会



地方独立行政法人徳島県鳴門病院評価委員会 委員名簿

（敬称略：五十音順）

氏 名 職 名 備 考

香 川 征 徳島県病院事業管理者

志 摩 恭 臣 弁護士

多 田 敏 子 徳島県看護協会会長

真 鍋 恵美子 公認会計士・税理士

吉 田 成 仁 徳島県医師会理事・鳴門市医師会会長

米 澤 和 美 徳島県社会保険労務士会会長



■評価委員の検証結果及び県の評価(案)
＜項目別一覧＞

大項目
中項目

小項目

１　診療事業

(1) 良質かつ適切な医療の提供

(2) 患者の視点に立った医療の提供

(3) 救急医療の強化

(4) がん医療の充実

(5) 生活習慣病に対する医療の促進

(6) 産科医療や小児医療の充実

(7) 特徴を発揮した医療の推進

２　地域医療・介護支援

(1) 医療・介護連携の充実

(2) 地域住民の健康維持への貢献

３　災害時における医療救護

(1) 医療救護活動の拠点機能

(2) 他地域における医療救護への協力

４　人材の確保・養成

(1) 質の高い医師の確保・養成

(2) 医療従事者の確保・養成

(3) 看護専門学校の充実強化

コメント
県評価

(案)

第１　住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向
上に関する目標を達成するための取組

No.1

項目
別の
ﾍﾟｰｼﾞ

自己
評価

委員① 委員② 委員③ 委員④ 委員⑤ 委員⑥

・素晴らしい実績ですが、さらなる充実を期待した評価としました。
・院内外において、複数回の研修会を開催し、多くの参加者をみており有意義であ
る。

Ｂ 9

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

・意見箱の回収頻度を増やす取組みは良いが、迅速な対応のためには週1回が良
い。

Ｂ 11

12

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ・職員の資格支援体制が充実している。 Ｂ 13

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
・連携医療機関からの救急紹介患者の受入率100％を保っているとあるが、実態
（医療機関からの申告）はそうではない。可及的に１００％を目指してもらいた
い。（医療機関からの要請は、消防機関より重要であると考える。）

Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ ・透析予防外来の患者数増加は重要であり、充実が期待される。 Ｂ 14

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

・手の外科センターの活躍が評価される。
・説明を受けると「特筆すべき進捗状況」との評価もあり得ると感じました。

Ａ 16

・日曜日の小児救急体制の継続は住民サービスとして重要。 Ｂ 15

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

・事業が多彩である。
・ホームページのリニューアルが遅れているのか。
・委員の発言からより具体的に取り組み状況が理解できた。

Ａ 19

・逆紹介率の増加は、地域医療連携が進んでいることを示している。
・ケアマネージャーや訪問看護ステーションとの連携強化、在宅医療の後方支援病
院としての役割を明確化し、在宅支援ネットワークの構築をより推進してもらいた
い。

Ｂ 17

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

・活発な活動が推進されている。 Ｂ 21

・さらなる充実を期待。
・病院内における災害発生時の初期対応等をしていただければと考える。

Ｂ 20

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

・県内就職率が高く、国家試験の合格率も５年連続１００％と維持している。 Ａ 25Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

備考

・看護職の研修支援は充実している。
・教育研修については、良好な取り組み状況のように伺えるが自己評価が「B」で
あるので「B」とした。

Ｂ 23

・教育研修については、良好な取り組み状況のように伺えるが自己評価が「B」で
あるので「B」とした。

Ｂ 22

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

資料　１

H29



■評価委員の検証結果及び県の評価(案)
＜項目別一覧＞

大項目
中項目

小項目

１　業務運営体制

(1) 効果的な業務運営の推進

(2) 事務職員の専門性の向上

(3) 人事評価システムの構築

２　業務運営方法

(1) 県立病院との連携

(2) 収入の確保

(3) 費用の抑制

１　施設及び設備に関する事項

２　職員の就労環境の向上

(1) 良好な職場環境づくり

(2) 就労環境の整備

３　積立金の処分に関する計画

＜法人の自己評価＞ ＜県の評価＞
第2期中期目標の達成に向けて特筆すべき進捗状況にある
第2期中期目標の達成に向けて順調に進んでいる
第2期中期目標の達成に向けて概ね順調に進んでいる
第2期中期目標の達成のためにはやや遅れている
第2期中期目標の達成のためには重大な改善事項がある

委員④ 委員⑤ 委員⑥ コメント
県評価

(案)

第２　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するた
めの取組

No.２

項目
別の
ﾍﾟｰｼﾞ

自己
評価

委員① 委員② 委員③

26

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

・材料費の価格交渉や契約方法の
多様化など費用の抑制に向けた努
力が見られるが、全体として収益
の増加を上回る増加となったこと
からＣ評価とする。

Ｃ
・試行の段階なので「B」評価とした。
・次年度に人事評価制度をさらに進められればと考える。
・ロードマップが示されていないのでどのステップかが不明なため。

Ｂ 28

Ｂ ・具体的に何名終了しているかが不明。 Ｂ 27

29

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

・入院患者延数の増加など収入の
確保に努め、地独法化後、最高の
収益となっていることからＢ評価
とする。

37

Ｃ Ｃ ・増加した費用を収入が賄い切れていない結果だと思う。 Ｃ 33

第４　短期借入金の限度額 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

第３　予算、収支計画及び資金計画 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

第８　その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項
第７　料金に関する事項
第６　譲渡金の使途
第５　重要な財産を譲渡し、又は担保しようとするときの計画

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ 39Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

40

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 保育所利用の利便性を向上させている。 Ｂ 40

Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ ハラスメント問題が発生せず、予防的対策がとられている。 Ｂ

H29年度
自己評価

H29年度
県の評価 Ｓ 年度計画を大幅に上回って実施している（特に優れた実績） Ｓ

Ｂ評価 20 19 Ｂ 概ね年度計画どおり実施している（達成度が概ね９割以上） Ｂ
Ａ評価 4 4 Ａ 年度計画を上回って実施している Ａ

計 25 25 Ｄ 年度計画を大幅に下回っている（達成度が６割未満） Ｄ
Ｃ評価 1 2 Ｃ 年度計画を十分に実施していない（達成度が概ね６割以上９割未満） Ｃ

備考

Ｂ ・B・B・Bでもいいと思いますが。 Ｃ 32

Ｂ ・1割の誤差がOKとのことであれば、第３も１割以内なのでOKとすべきと思う。 Ｂ 30

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ

Ａ Ａ

H29

・年度計画に定めた県立病院など
の評価制度等の調査を行い、試行
を開始しているため、人事評価制
度の構築に向けて概ね順調に進ん
でおり、Ｂ評価とする。






















































































